
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

北
海
道
横
断
自
動
車
道
黒
松
内
釧
路
線

道
路
の
区
域

夕
張
市
紅
葉
山
一
九
八
番
一
六
か
ら
同
市
登
川
登
川
国
有
林
石
狩
空
知

森
林
計
画
区
空
知
森
林
管
理
署
二
二
七
八
林
班
い
小
班
ま
で

前

最
大
最
小

一
七
三
一
一

七
、
六
二
七

後

最
大
最
小

一
七
三
一
一

北
海
道
勇
払
郡
む
か
わ
町
穂
別
長
和
四
七
二
番
一
か
ら
同
道
勇
払
郡
む

か
わ
町
穂
別
長
和
長
和
国
有
林
胆
振
東
部
森
林
計
画
区
胆
振
東
部
森
林

管
理
署
二
一
六
三
林
班
ろ
小
班
ま
で

前

最
大
最
小

三
四
二
一
一

一
三
、
四
一
〇

後

最
大
最
小

三
四
二
一
一

北
海
道
勇
払
郡
占
冠
村
字
ニ
ニ
ウ
仁
々
宇
国
有
林
上
川
南
部
森
林
計
画

区
上
川
南
部
森
林
管
理
署
一
二
〇
一
林
班
ち
小
班
か
ら
同
道
勇
払
郡
占

冠
村
字
シ
ム
カ
プ
原
野
五
九
番
九
五
ま
で

前

最
大
最
小

一
八
二
一
一

一
〇
、
八
九
七

後

最
大
最
小

一
八
二
一
一

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
函
館
名
寄
線

道
路
の
区
域

北
海
道
茅
部
郡
森
町
字
森
川
町
三
一
七
番
七
二
か
ら
同
道
茅
部
郡
森
町

字
石
倉
町
六
一
〇
番
六
七
地
先
ま
で

前

最
大
最
小

二
九
六
一
一

一
四
、
三
四
四

後

最
大
最
小

二
九
六
一
一

北
海
道
二
海
郡
八
雲
町
栄
浜
一
七
五
番
二
地
先
か
ら
同
道
二
海
郡
八
雲

町
東
野
八
二
二
番
ま
で

前

最
大
最
小

一
一
六
一
一

五
、
一
九
八

後

最
大
最
小

一
一
六
一
一

国
会
事
項

平成™š年 月™˜日 水曜日 第œ�››号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
九
十
五
号

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）

第
一
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
学
校
の
認
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
令
第
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

学

校

の

名

称

学

部

・

学

科

名

備

考

兵
庫
県
立
龍
野
実
業
高
等
学
校

電
気
科

平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
の

卒
業
生
に
つ
い
て
は
従
前
の

と
お
り
と
す
る

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
一
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
最
高
裁
判
所
告
示
第
一
号

最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
た
る
皇

室
会
議
の
議
員
及
び
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
る
皇
室
会

議
の
議
員
の
予
備
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
二
十

三
年
九
月
十
四
日
互
選
の
結
果
、次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

皇
室
会
議
の
議
員

最
高
裁
判
所
判
事

那
須

弘
平

皇
室
会
議
の
議
員

の
予
備
議
員

同

田
原

睦
夫

同

同

古
田

佑
紀

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
二
号

運
輸
審
議
会
一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
運

輸
審
議
会
件
名
表
に
登
載
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

事
案
番
号

事
案
の
種
類

申
請
者

事
案

の
内

容
平
2
3

第
9
0
0
4号

混
雑
空
港
運
航

許
可

ス
カ
イ
マ
ー
ク

株
式
会
社

申
請
混
雑
空
港

成
田
国
際
空
港

平
2
3

第
9
0
0
5号

混
雑
空
港
運
航

許
可

P
e
a
c
h・

A
v
ia
tio

n
株
式
会
社

申
請
混
雑
空
港

関
西
国
際
空
港

衆

議

院

会
期
延
長
議
決
及
び
通
知

九
月
十
六
日
本
院
は
国
会
の
会
期
を
九
月
十
七
日
か
ら

三
十
日
ま
で
十
四
日
間
延
長
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
そ
の

旨
参
議
院
及
び
内
閣
に
通
知
し
た
。

質
問
書
提
出

九
月
十
六
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

豪
雨
発
生
時
に
お
け
る
避
難
・
救
助
対
策
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

能
登
半
島
沖
で
脱
北
者
が
保
護
さ
れ
た
件
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
浅
野
貴
博
提
出
）

報
告
書
受
領

九
月
十
六
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

国
家
公
務
員
倫
理
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二

十
二
年
度
国
家
公
務
員
の
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
状
況

及
び
倫
理
の
保
持
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報

告内
閣
府
設
置
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
国
家
行
政
組

織
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十

三
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
九
月
十
二
日
ま
で
の
間

に
お
け
る
行
政
組
織
の
新
設
改
廃
状
況
報
告
書

自
衛
隊
員
倫
理
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十

二
年
度
自
衛
隊
員
の
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
状
況
及
び

倫
理
の
保
持
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報
告

参

議

院

通
知
書
受
領

九
月
十
六
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
は
国
会
の
会
期
を
九

月
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
十
四
日
間
延
長
す
る
こ
と
を

議
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

質
問
主
意
書
提
出

九
月
十
六
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。核

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
機
微
核
技
術
（
Ｓ
Ｎ
Ｔ
）
等
に
対
す

る
基
本
的
姿
勢
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
加
藤
修
一
提

出
）（
第
一
七
号
）

東
京
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
補
償
金
の
支
払
等
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
荒
井
広
幸
提
出
）（
第
一
八
号
）

質
問
主
意
書
転
送

九
月
十
六
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

循
環
型
社
会
形
成
推
進
に
か
か
る
３
Ｒ
の
推
進
と
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
加
藤
修
一
提
出
）（
第
一
号
）

循
環
型
社
会
形
成
に
お
け
る
家
庭
生
ご
み
な
ど
食
品
廃

棄
物
の
資
源
化
推
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
加
藤
修

一
提
出
）（
第
二
号
）

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

及
び
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置

に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
義

弘
介
提
出
）（
第
三
号
）

野
田
内
閣
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
対
応
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
森
ま
さ
こ
提
出
）（
第
四
号
）

事
業
仕
分
け
に
よ
る
刑
事
施
設
に
お
け
る
物
品
販
売
事

業
か
ら
の
地
元
事
業
者
の
締
め
出
し
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
浜
田
昌
良
提
出
）（
第
五
号
）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
浄
水
機
能
の
復
旧

等
の
災
害
復
旧
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
秋
野
公
造
提
出
）（
第
六
号
）

Ÿ
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